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一
、
序
論

　

本
論
文
は
藤
澤
親
雄
（
一
八
九
三
〜
一
九
六
二
）
と
い
う
エ
キ
セ
ン
ト

リ
ッ
ク
な
思
想
家
に
注
目
す
る
。
藤
澤
は
国
際
連
盟
に
憧
れ
る
進
歩
的
な

国
際
主
義
者
と
し
て
出
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
二
〇
年
代
後
半

以
降
徐
々
に
右
傾
化
し
、
ソ
連
の
成
立
と
共
産
主
義
の
拡
大
を
深
く
警
戒

し
な
が
ら
西
洋
哲
学
を
論
破
し
よ
う
と
し
て
非
常
に
独
自
の
日
本
主
義
思

想
を
展
開
し
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
世
界
秩
序
を
説
い
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。

藤
澤
親
雄
の
形
而
上
学
的
地
政
学エ

リ
ッ
ク
・
シ
ッ
ケ
タ
ン
ツ

　

戦
前
・
戦
中
期
、
日
本
の
思
想
家
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
支

配
的
な
主
権
国
家
に
構
成
さ
れ
る
国
際
秩
序
に
挑
戦
を
唱
え
た（
１
）。
そ
の
中

で
、三
木
清
や
蝋
山
政
道
の
東
亜
共
同
体
論
が
も
っ
と
も
有
名
で
あ
ろ
う
。

そ
の
い
ず
れ
も
、
東
方
文
化
や
東
洋
の
精
神
文
明
を
掲
げ
て
い
た
が
、
そ

の
基
礎
は
世
俗
的
な
構
想
で
あ
っ
た
。宗
教
的
な
国
際
秩
序
構
想
と
し
て
、

日
蓮
主
義
に
も
と
づ
く
石
原
莞
爾
の
地
政
学
的
な
考
察
が
も
っ
と
も
有
名

で
あ
る
が（
２
）、
唯
一
の
宗
教
的
な
秩
序
構
想
で
は
な
か
っ
た
。
藤
澤
親
雄
が

思
い
描
い
た
国
際
秩
序
は
神
道
を
そ
の
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
九
三
〇
・
四
〇
年
代
、
ア
ジ
ア
で
発
生
し
た
戦
争
を
神
話
的
宗
教
的
な

レ
ン
ズ
を
通
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
石
原
莞
爾
に
関
す
る
も
の
を
別
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と
し
て
、
従
来
の
研
究
で
は
、
戦
時
下
の
宗
教
的
な
秩
序
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

に
対
す
る
注
目
は
十
分
で
は
な
い
。
著
者
の
進
行
中
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
特
に
日
中
戦
争
に
お
け
る
宗
教
的
な
次
元
を
発
掘
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
占
領
下
の
中
国
北
部
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
工
作
に
深
く
参
加
し

た
藤
澤
親
雄
は
こ
の
観
点
か
ら
重
要
な
材
料
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

藤
澤
の
出
版
物
は
非
常
に
数
多
く
、
一
つ
の
論
文
で
簡
単
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
論
文
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
藤

澤
の
思
想
形
成
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
彼
が
展
開
し
た
思
想
の
特
徴
を

考
察
す
る
試
論
的
な
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
特
に
彼
の
思
想
に
形
成

的
な
影
響
を
与
え
た
要
素
に
注
目
し
た
い
。

二
、
藤
澤
親
雄
の
生
涯

　

藤
澤
は
一
八
九
三
年
、
数
学
者
藤
澤
利
喜
太
郎
（
一
八
六
一
〜

一
九
三
三
）
の
長
男
と
し
て
東
京
で
生
ま
れ
る
。
一
九
一
七
年
、
彼
は
東

京
帝
国
大
学
法
学
部
仏
法
科
を
卒
業
し
、
農
商
務
省
に
入
る
。
一
九
一
九

年
、
元
満
鉄
総
裁
松
岡
均
平
男
爵
に
随
行
し
ジ
ェ
ネ
ー
ヴ
国
際
連
盟
に
出

席
し
た
。
こ
の
機
に
藤
澤
は
新
渡
戸
稲
造
と
知
り
合
い
、
国
際
連
盟
に
事

務
局
員
と
し
て
就
任
し
た
。
一
九
二
二
年
、
藤
澤
は
文
部
省
在
外
研
究
員

と
し
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
留
学
を
開
始
し
、
政
治
哲
学
を
学
び
、
翌
年
同

大
学
よ
り
博
士
号
を
授
か
り
帰
国
す
る
。
一
九
二
五
年
、
藤
澤
は
九
州
帝

国
大
学
文
学
部
で
教
鞭
を
と
り
、
政
治
史
と
外
交
史
を
教
え
る
。

一
九
三
一
年
、
九
州
帝
国
大
学
を
辞
任
し
、
外
務
省
文
化
事
業
部
の
留
学

生
と
し
て
中
国
へ
派
遣
さ
れ
、
北
京
大
学
を
中
心
と
し
て
東
洋
政
治
学
を

学
ぶ
。
一
九
三
三
年
に
帰
国
し
、
翌
年
か
ら
文
部
省
国
民
精
神
文
化
研
究

所
所
員
と
な
る
。
一
九
三
五
年
、
大
東
文
化
学
院
で
教
授
と
な
る
。
戦
時

中
は
大
政
翼
賛
会
東
亜
局
長
の
任
に
務
い
た（
３
）。日

中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、

中
国
に
お
け
る
思
想
工
作
に
参
加
す
る
。
一
九
三
八
年
、
藤
澤
は
文
部
省

が
開
催
し
た
東
亜
文
化
振
興
協
議
会
に
参
加
し（
４
）、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

て
中
国
北
部
の
対
日
協
力
政
権
の
新
民
会
中
央
指
導
部
の
部
員
と
な
り
、

幾
度
も
中
国
北
部
を
訪
れ
る（
５
）。

一
九
四
三
年
か
ら
陸
軍
省
の
嘱
託
に
よ
り

中
国
北
部
に
渡
り
中
国
人
の
教
化
事
業
を
行
い
、大
陸
で
敗
戦
を
迎
え
る
。

戦
後
、
日
本
文
化
連
合
会
な
ど
文
化
団
体
を
結
成
し
、
日
本
文
化
の
海
外

普
及
に
努
め
る
。
一
九
六
一
年
、
国
士
舘
大
学
で
教
授
と
な
る
が
、
翌
年

の
七
月
に
六
十
九
歳
で
急
逝
し
た（
６
）。

　

藤
澤
は
生
涯
を
通
し
て
非
常
に
活
発
な
執
筆
活
動
を
行
い
、
日
本
語
、

ド
イ
ツ
語
、
英
語
な
ど
で
多
数
の
論
文
と
書
籍
を
残
し
て
い
る
。
以
上
の

略
歴
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
藤
澤
の
活
動
は
学
問
の
み
な
ら
ず
、
広
く
文

化
や
政
治
の
領
域
に
及
ん
で
い
た
が
、
彼
の
著
作
は
主
に
思
想
を
展
開
す
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る
も
の
で
あ
り
、
政
治
活
動
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
は
得
が
た
い（

７
）。

三
、
先
行
研
究

　

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
と
極
端
な
天
皇
主
義
の
た
め
、
藤
澤
親
雄

は
戦
後
批
判
的
な
注
目
を
受
け
て
お
り
、
戦
前
戦
時
中
体
制
側
の
「
御
用

学
者
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（
８
）。

戦
時
中
の
右
派
に
お
い
て
も
彼

の
日
本
主
義
思
想
は
「
ユ
ダ
ヤ
的
史
観
の
模
写
に
す
ぎ
ぬ
」「
救
世
主
再

臨
的
史
観
」
と
し
て
異
端
視
さ
れ
て
い
た（
９
）。

　

藤
澤
に
関
す
る
先
行
研
究
は
決
し
て
数
多
く
な
い
。
特
に
彼
の
思
想
を

体
系
的
に
考
察
し
て
い
る
長
編
の
研
究
は
ま
だ
存
在
し
な
い
。欧
米
で
は
、

藤
澤
は
主
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
と
の
関
係
、
ま
た
は
日

本
に
お
け
る
地
政
学
の
成
立
の
関
連
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る）

（1
（

。
日
本
語

の
先
行
研
究
で
は
、
二
つ
の
主
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
い
え
る
。
一
つ

は
藤
澤
の
国
体
思
想
と
皇
道
思
想
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
藤
澤
の
政
治
思
想
に
注
目
し
、
特
に
彼
の
日
本
主
義
へ
の
「
回
帰
」
と

い
う
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
代
表
す
る
の

は
、
上
西
亘
と
中
井
悠
貴
の
研
究
で
、
以
下
で
は
両
氏
の
議
論
を
ま
と
め

て
み
る）

（（
（

。

　

上
西
亘
は
国
体
思
想
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
代
表
す
る
。
彼
は
主

に
日
本
主
義
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
著
作
に
注
目

し
、
藤
澤
を
「
異
色
の
神
道
人
」
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。
藤
澤
は
江
戸
末

期
・
明
治
初
期
の
国
学
者
大
國
隆
正
（
一
七
九
三
〜
一
八
七
一
）
の
影
響

を
受
け
た
と
指
摘
し
、
藤
澤
の
日
本
主
義
へ
の
「
回
帰
」
の
原
因
を
「
国

際
連
盟
の
内
実
と
し
て
、
英
米
の
自
由
主
義
を
物
差
し
と
し
た
偽
り
の
平

和
に
過
ぎ
ず
、
独
善
的
な
世
界
主
義
を
唱
へ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と
同
様
、

世
界
を
真
の
平
和
へ
と
導
く
存
在
で
な
い
」
と
い
う
痛
感
に
見
出
す
。
国

際
連
盟
に
挫
折
し
た
藤
澤
が
日
中
戦
争
勃
発
前
後
か
ら
世
界
平
和
を
も
た

ら
す
使
命
を
日
本
に
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
こ
の
使
命
を
裏

付
け
る
日
本
国
体
の
普
遍
性
を
主
張
す
る
た
め
に
、
日
本
を
世
界
の
祖
国

と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
が
生
じ
、
つ
い
に
非
正
統
な
「
偽
書
」
の
文
献

（「
竹
内
文
書
」）
を
参
照
す
る
こ
と
に
い
た
っ
た）

（1
（

。
ま
た
、
藤
澤
が
戦
後

に
な
っ
て
も
日
本
が
人
類
を
教
導
す
る
使
命
を
持
つ
と
主
張
し
続
け
た

が
、
そ
の
起
源
を
父
親
の
利
喜
太
郎
の
影
響
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
戦
前

と
異
な
り
、
西
洋
哲
学
（
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
実
存
哲
学
）
を
使
用
し
神
道
の

普
遍
化
を
試
み
た
こ
と
に
藤
澤
の
戦
後
の
特
徴
を
見
出
し
て
い
る）

（1
（

。
上
西

は
、「
神
道
の
普
遍
性
の
開
明
と
世
界
へ
の
発
信
」
は
藤
澤
の
主
な
課
題

だ
っ
た
と
結
論
す
る）

（1
（

。
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藤
澤
の
政
治
学
思
想
に
注
目
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
大
谷
伸
治
は
、

藤
澤
の
西
洋
思
想
批
判
は
そ
の
完
全
な
否
定
を
意
味
し
な
い
こ
と
を
指
摘

し
、「
藤
澤
の
「
日
本
政
治
学
」
は
、
単
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
を
正
当
化

す
る
た
め
に
唱
え
ら
れ
た
と
す
る
の
は
正
確
で
は
な
く
、
当
時
さ
か
ん
に

叫
ば
れ
た
近
代
の
危
機
に
対
す
る
政
治
学
的
な
処
方
箋
の
一
つ
」
と
指
摘

し
、
日
本
主
義
転
換
後
の
藤
澤
思
想
の
中
に
西
洋
哲
学
的
な
概
念
の
存
続

を
確
認
し
て
い
る）

（1
（

。

　

藤
澤
の
政
治
思
想
を
論
じ
る
研
究
と
し
て
、
近
年
の
中
井
悠
貴
の
論
文

も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
中
井
は
藤
澤
の
民
本
主
義
か
ら
日
本
主
義
へ
の

転
換
を
「
回
帰
」
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
に
関
し
て
、「
結
論
を
先
取
り
す

れ
ば
、
そ
の
「
回
帰
」
は
決
し
て
単
な
る
大
勢
順
応
で
は
な
く
、
そ
こ
に

は
内
在
性
が
あ
っ
た
」
と
論
じ
る）

（1
（

。
中
井
は
、
藤
澤
が
も
と
も
と
戦
後
の

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
と
国
際
連
盟
は
、
軍
国
主
義
や
官
僚
主
義
が
生
み
出

し
た
弱
肉
強
食
の
世
界
を
克
服
し
永
遠
の
平
和
を
成
立
し
て
く
れ
る
と
期

待
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
だ
が
、
連
盟
の
現
実
と
限
度
に
気
づ
く
と
、
そ

の
理
想
を
諦
め
ず
に
、
連
盟
の
理
念
の
た
め
の
新
し
い
媒
体
を
探
し
始
め

た
。
彼
は
連
盟
を
日
本
の
国
体
の
構
造
に
見
立
て
、
日
本
国
体
こ
そ
に
理

想
の
実
現
の
可
能
性
を
見
出
し
た
。
藤
澤
は
一
九
二
八
年
以
降
、
国
体
論

者
筧
克
彦
の
表
現
主
義
か
ら
影
響
を
受
け
、
日
本
を
世
界
秩
序
の
中
心
と

し
た
「
国
際
表
現
主
義
」
を
唱
え
始
め
る
。
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
、
日
本
国
体
の
普
遍
性
を
固
定
化
さ
せ
る
た
め
に
、
結
局
日
本

を
世
界
万
国
の
祖
国
と
し
て
位
置
付
け
て
し
ま
う
。
中
井
は
藤
澤
の
最
も

大
き
な
欠
点
を
、「
民
族
生
存
」（
各
民
族
の
独
立
）
を
漠
然
と
し
た
「
四

海
同
胞
主
義
」
の
中
へ
統
合
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
見
て
、
藤
澤
の
「
回

帰
」
の
ル
ー
ツ
を
こ
の
問
題
に
探
っ
て
い
る
。

　

上
西
は
神
道
に
対
す
る
信
仰
の
連
続
性
を
主
張
す
る
一
方
、
中
井
は
連

盟
理
念
の
連
続
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
両
者
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

藤
澤
の
思
想
を
内
在
的
に
一
つ
の
連
続
し
た
課
題
と
し
て
捉
え
、
藤
澤
に

お
け
る
「
普
遍
性
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
際
主

義
か
ら
日
本
主
義
へ
の
転
換
は
思
想
上
の
根
本
的
な
断
絶
で
は
な
か
っ

た
。
藤
澤
に
お
け
る
内
在
的
な
課
題
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
両
者
は
藤
澤

に
関
し
て
重
要
な
こ
と
を
捕
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
私
自
身
は
両

者
の
研
究
か
ら
大
い
に
学
ん
で
い
る
。
だ
が
、
両
者
が
開
拓
し
た
余
地
を

よ
り
発
展
さ
せ
る
余
裕
も
あ
る
。

　

藤
澤
を
ジ
ェ
ネ
ー
ヴ
（
国
際
連
盟
事
務
局
）
の
時
か
ら
知
っ
て
い
た
三

枝
茂
智
は
「
回
帰
」
の
問
題
に
つ
い
て
、「
勿
論
転
向
と
い
う
問
題
で
は

な
く
、
真
理
の
最
高
峰
を
極
め
よ
う
と
読
書
し
、
努
力
工
夫
し
、
思
索
し

続
け
る
う
ち
に
自
然
に
、
日
本
学
に
到
達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る）

（1
（

。
も
ち
ろ
ん
、
藤
澤
が
海
外
生
活
で
直
接
経
験
し
た
こ
と
も
注
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目
す
べ
き
だ
が）

（1
（

、「
読
書
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、

思
想
家
が
何
に
基
づ
い
て
そ
の
洞
察
や
考
察
を
体
系
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
日
本
主
義
へ
の
転
換
期
の
藤

澤
は
い
か
な
る
思
想
的
資
源
を
動
員
し
な
が
ら
自
ら
の
考
察
を
展
開
し
た

か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

四
、
藤
澤
が
見
た
国
際
秩
序
の
根
本
問
題

　

一
九
二
九
年
、
藤
澤
は
『
共
産
主
義
排
撃
の
根
拠
』
と
い
う
論
文
集
を

刊
行
し
、彼
が
敵
対
視
し
て
い
た
共
産
主
義
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
た
。

世
界
の
平
和
は
「
国
際
連
盟
と
か
司
法
裁
判
所
の
如
き
国
際
組
織
を
完
成

し
て
も
、
終
局
的
に
は
到
底
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
主
張
す

る）
（1
（

。
つ
ま
り
、
も
し
国
際
連
盟
あ
る
い
は
類
似
し
た
国
際
的
な
機
関
は
健

全
に
機
能
し
て
い
て
も
、
世
界
平
和
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
れ
は
何
故
だ

ろ
う
か
。

　

国
際
連
盟
は
単
に
い
く
つ
か
の
国
の
不
正
で
機
能
し
な
い
の
で
は
な

く
、
そ
の
構
造
の
中
に
致
命
的
な
欠
点
を
持
っ
て
い
る
と
藤
澤
は
見
て
い

た
。
こ
の
欠
点
は
、「
素
よ
り
国
際
政
治
は
お
互
に
主
権
の
平
等
を
主
張

す
る
ア
ト
ム
と
し
て
の
国
家
が
並
存
す
る
だ
け
」
で
あ
る）

11
（

。
つ
ま
り
、
問

題
は
そ
も
そ
も
「
国
家
主
義
」
に
あ
る
。
国
家
主
義
は
国
際
社
会
に
お
い

て
国
家
を
最
高
単
位
と
し
、
各
国
に
自
国
の
利
益
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。

藤
澤
は
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス
の
有
名
な
「
万
人
の
万
人
に
対
す
る
闘
争
」

を
借
り
、「
万
国
に
対
す
る
万
国
の
闘
」
と
い
う
ふ
う
に
こ
の
よ
う
な
国

際
社
会
を
特
徴
づ
け
る
。
国
々
は
連
合
し
て
協
力
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
利
己
心
を
満
足
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
最

善
で
得
ら
れ
る
の
は
、「
勢
力
均
衡
」
あ
る
い
は
「
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・

パ
ワ
ー
」
で
あ
る
。
だ
が
、
各
国
は
最
終
的
に
自
分
の
た
め
に
し
か
存
在

し
な
い
の
で
、
シ
ス
テ
ム
全
体
が
永
久
的
に
安
定
す
る
こ
と
は
な
い）

1（
（

。

　

近
代
西
欧
の
国
際
社
会
は
国
民
国
家
を
超
え
た
主
権
組
織
を
知
ら
な
い

「
国
際
無
政
府
状
態
」
で
あ
る
。
こ
の
状
態
の
中
で
、
各
国
の
自
己
制
限

や
各
国
間
の
社
会
契
約
関
係
以
上
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際

連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
国
々
は
一
定
の
制
限
を
受
け
て
い
る
が
、
最
終
的

な
主
権
は
ま
だ
各
加
盟
国
に
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
国
際
連

盟
は
ま
だ
超
国
家
的
な
組
織
で
は
な
い）

11
（

。

　

藤
澤
は
、
こ
の
根
本
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
各
国
を
超
え

た
主
権
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
彼
は
こ
の
主
権
を
「
世
界
主
権
」
と
呼
ぶ
。

実
は
こ
の
国
家
主
権
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
期
待
は
す
で
に
一
九
二
〇

年
の
国
際
民
本
主
義
時
期
の
藤
澤
に
確
認
で
き
る
。
一
九
二
〇
年
の
論
文

で
、
藤
澤
は
「
ど
う
し
て
も
是
か
ら
人
類
は
世
界
国
家
と
云
ふ
様
な
一
種

の
社
会
形
式
を
採
用
し
世
界
を
一
丸
と
し
て
生
存
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
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く
な
る
だ
ら
う
」
と
論
じ）

11
（

、
主
権
問
題
を
解
決
し
う
る
世
界
国
家
に
対
す

る
期
待
を
表
現
し
た
。

　

だ
が
、
国
際
連
盟
は
ま
だ
藤
澤
が
期
待
し
て
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、
国
際
連
盟
の
成
立
自
体
は
大
き
な
転
換
を
意
味
し
て
い
た
。

一
九
二
九
年
の
論
文
で
は
、
藤
澤
は
次
の
よ
う
に
書
く
。

　
「
世
界
大
戦
の
苦
き
経
験
と
連
盟
の
成
立
に
よ
り
各
国
は
次
第
に
そ
の

上
に
位
す
る
超
国
家
的
な
る
全
人
類
的
超
国
家
社
会
が
実
在
し
て
ゐ
る
事

実
を
認
識
し
初
め
た
。
詳
言
す
れ
ば
国
家
な
る
も
の
は
全
体

0

0

た
る
国
際
社

会
の
部
分

0

0

と
し
て
の
み
固
有
の
存
在
と
か
ち
と
を
有
し
得
る）

11
（

。」

　

国
際
連
盟
の
実
際
の
運
用
は
理
想
に
及
ば
な
い
と
し
て
も
、
藤
澤
に

と
っ
て
、
各
国
家
を
超
え
た
全
体
的
な
国
際
共
同
体
に
対
す
る
意
識
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
将
来
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
実
は
、
理
想
的

な
国
際
社
会
は
す
で
に
存
在
し
て
い
る
が
、
欠
け
て
い
る
の
は
そ
れ
に
対

す
る
「
認
識
」
で
あ
る
。
藤
澤
に
と
っ
て
、
具
体
的
な
行
政
の
仕
組
み
よ

り
、
意
識
や
認
識
の
役
割
が
大
き
い
。

　

藤
澤
が
問
題
に
し
て
い
た
世
界
観
は
現
在
の
政
治
学
で
言
え
ば
、
古
典

的
な
現
実
主
義
（
リ
ア
リ
ズ
ム
）
の
世
界
観
そ
の
も
の
で
あ
る）

11
（

。
だ
が
、

藤
澤
は
決
し
て
リ
ア
リ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
。
逆
に
、
こ
の
世
に
お
け
る

各
闘
争
を
最
終
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
理
想
主
義
者
あ
る
い
は
ユ
ー
ト

ピ
ア
ン
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
は
い
か
に
主
権
の
壁
を
破
り
、
ア

ナ
ー
キ
ー
状
態
の
中
か
ら
統
一
さ
れ
た
秩
序
を
成
立
で
き
る
か
を
そ
の
最

も
根
本
的
な
課
題
と
し
て
い
た
。

　

な
お
、
先
行
研
究
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
藤
澤
は
日
本
こ
そ

が
解
決
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
日
本
こ
そ
は
世
界

主
権
を
体
現
で
き
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
藤
澤
が
日
本
の
こ
の

使
命
を
日
本
の
国
民
性
と
国
体
に
位
置
付
け
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
つ
づ
い
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
を
詳
細
に
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
藤
澤
は
こ
の
結
論
に
ど
う
辿
り
つ
い
た
か
を
考
察
し

た
い
。

五
、
形
而
上
学
的
な
秩
序
の
再
建

　

藤
澤
は
帝
国
九
州
大
学
就
任
中
に
以
上
の
議
論
を
展
開
し
た
が
、
そ
れ

は
完
全
に
独
自
の
考
察
で
は
な
く
、
大
に
西
洋
哲
学
を
援
用
し
な
が
ら
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
藤
澤
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
、
ど
の

思
想
家
や
学
者
に
出
会
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
帰
国
後
の

論
文
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
学
問
が
活
発
に
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
彼
の
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ベ
ル
リ
ン
大
学
で
の
留
学
と
無
縁
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る）

11
（

。

　

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
後
半
ま
で
執
筆
し
た
論
文
や
書
籍

に
お
い
て
西
洋
思
想
の
使
用
が
顕
著
で
あ
る
。エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
、

エ
ド
ム
ン
ド
・
フ
ッ
サ
ー
ル
、
フ
ラ
ン
ツ
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
、
オ
ス

ワ
ル
ト
・
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
な
ど
な
ど
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
て

当
時
の
西
洋
に
お
け
る
著
名
な
学
者
が
相
次
い
で
登
場
す
る
。そ
の
中
で
、

国
際
無
政
府
状
態
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
藤
澤
に
と
っ
て
特
に
参

考
と
な
っ
た
の
は
、
哲
学
者
マ
ッ
ク
・
シ
ェ
ラ
ー
（M

ax Scheler

、

一
八
七
四
〜
一
九
二
八
）
で
あ
る
。
藤
澤
を
帝
国
九
州
大
学
の
時
代
か
ら

知
っ
て
い
た
村
上
徳
太
郎
は
当
時
の
藤
澤
を
「
マ
ク
ス
シ
ェ
ラ
ー
の
心
酔

者
」
と
呼
ん
だ
ほ
ど
で
あ
る）

11
（

。
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ラ
ー
は
エ
ド
ム
ン
ド
・

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
影
響
を
受
け
、
二
十
世
紀
初
頭
の
現
象
学
派
の

一
員
と
し
て
活
動
し
た
哲
学
者
で
あ
る
。
シ
ェ
ラ
ー
は
形
而
上
学
を
中
心

と
し
た
哲
学
を
展
開
し
、文
化
の
調
和
に
も
大
き
な
関
心
を
示
し
て
い
た）

11
（

。

　

藤
澤
に
お
け
る
シ
ェ
ラ
ー
理
解
を
紹
介
す
る
た
め
、「
共
産
主
義
排
撃

の
根
拠
」（
一
九
二
九
年
）
と
い
う
論
文
を
取
り
上
げ
る
。
本
論
文
に
お

い
て
、
藤
澤
は
、
シ
ェ
ラ
ー
を
各
現
象
を
あ
り
の
ま
ま
、
つ
ま
り
そ
の
本

質
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
現
象
学
の
代
表
者
と
し
て
紹
介
す
る
。
藤
澤
は

シ
ェ
ラ
ー
哲
学
の
特
徴
を
、
知
を
労
働
知
（A

rbeitsw
issen

）、
修
養
知

（Bildungsw
issen

）、
解
脱
知
（Erloesungsw

issen

）
と
い
う
三
種

類
に
分
類
し
た
こ
と
に
見
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
知
の
間
に
は
上
下
関

係
が
存
在
し
て
お
り
、解
脱
知
が
最
上
位
で
、労
働
知
は
最
下
位
に
あ
る
。

シ
ェ
ラ
ー
に
よ
る
と
、
近
代
西
洋
で
は
、
主
観
的
自
己
認
識
に
基
づ
い
た

労
働
知
が
強
力
な
物
質
文
明
を
生
み
出
し
、
そ
の
具
体
的
な
表
現
は
自
然

科
学
で
あ
る
。
だ
が
、
労
働
知
に
偏
っ
た
近
代
西
洋
は
技
術
の
面
に
お
い

て
目
覚
ま
し
い
発
展
を
見
た
一
方
、
精
神
現
象
の
考
察
な
ど
の
そ
の
他
の

側
面
を
無
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
シ
ェ
ラ
ー
は
労
働
知
に

偏
っ
た
世
界
を
「
環
境
世
界
」
と
呼
び
、
藤
澤
は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
描

写
す
る
。

　
「
日
常
我
々
が
住
ん
で
ゐ
る
世
界
は
所
謂
環
境
世
界
（U

m
w

elt

）
で

あ
る
。
そ
れ
は
宛
も
高
き
障
壁
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
場
所
の
如
く
、
其
内

に
在
る
者
は
自
己
の
利
害
に
関
す
る
問
題
の
み
し
か
目
に
見
え
ず
、
之
に

の
み
没
頭
し
て
ゐ
る
。
此
場
合
各
人
は
、
利
益
の
遂
行
を
目
的
と
し
て
相

対
抗
す
る
、
限
定
さ
れ
た
個
人
で
あ
る）

11
（

。」

　

だ
が
、
こ
の
「
環
境
世
界
」
の
世
界
観
を
放
棄
し
、
愛
情
を
持
っ
て
結

合
さ
れ
て
お
り
、
個
人
の
利
益
を
超
え
た
「
共
同
世
界
観
」
と
い
う
心
持
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に
な
る
こ
と
で
き
れ
ば
、世
界
平
和
が
初
め
て
可
能
と
な
る）

11
（

。藤
澤
に
と
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
「
価
値
高
き
情
緒
が
支
配
す
る
完
全
な
る
共
同
社
会
─

其
処
に
は
労
働
知
の
外
に
修
養
知
と
解
脱
知
の
段
階Rangordnung

が

明
瞭
に
認
識
さ
れ
る
─
こ
そ
我
々
の
夢
み
る
理
想
社
会
で
あ
る）

1（
（

」。
シ
ェ

ラ
ー
は
藤
澤
の
問
題
意
識
に
有
用
な
思
考
の
枠
組
み
を
与
え
た
と
い
え

る
。
シ
ェ
ラ
ー
の
環
境
世
界
は
藤
澤
が
問
題
視
し
て
い
た
国
際
無
政
府
状

態
を
生
み
出
す
構
造
で
あ
る
。
社
会
に
お
け
る
個
人
と
同
様
、
国
際
社
会

に
お
け
る
国
家
が
最
終
的
な
単
位
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
る
主
権
は
な

い）
11
（

。
問
題
点
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
と
同
時
に
、
藤
澤
に
と
っ
て
、
シ
ェ

ラ
ー
の
現
象
学
は
主
観
的
な
認
識
に
基
づ
い
た
功
利
主
義
を
乗
り
越
え
、

平
和
を
も
た
ら
す
仕
組
み
へ
の
道
も
示
唆
し
た
。
シ
ェ
ラ
ー
の
影
響
下
、

藤
澤
は
利
益
や
物
質
の
次
元
に
お
け
る
問
題
を
形
而
上
学
的
な
次
元
へ
移

転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
社
会
に
お
け
る
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し

た
。
藤
澤
の
論
文
に
お
い
て
、
現
象
学
こ
そ
は
人
類
の
意
識
を
統
一
さ
せ

る
力
を
持
つ
と
い
う
期
待
が
現
れ
て
い
る
。

　
「
今
真
に
哲
学
的
即
現
象
学
的
或
は
大
乗
仏
教
的
に
這
般
の
問
題
を
究

明
す
る
な
ら
ば
其
内
に
現
は
る
ゝ
各
種
の
対
立
関
係
例
へ
ば
精
神
的
指
導

者
と
一
般
大
衆
、
貴
族
主
義
的
考
察
と
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
的
考
察
、
質
的
な

少
数
と
量
的
な
多
数
が
単
に
相
対
的
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て

結
局
は
そ
れ
が
動
的
な
本
源
的
統
一
に
帰
一
し
て
ゐ
る
こ
と
を
悟
り
得
る

の
で
あ
る）

11
（

。」

　

ま
た
、
こ
の
統
一
は
将
来
に
お
い
て
初
め
て
成
立
す
る
の
で
は
な
く
、

実
は
過
去
す
で
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
シ
ェ
ラ
ー
に
よ
る
と
、
こ

の
統
一
的
な
秩
序
は
十
三
世
紀
ま
で
存
在
し
て
お
り
、当
時
の
哲
学
も「
科

学
的
哲
学
」
で
は
な
く
、
物
の
本
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
形
而
上
学
が
支

配
的
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
労
働
知
、
修
養
知
、
解
脱
知
の
間
の
健
全
な

上
下
関
係
を
保
っ
て
い
た）

11
（

。
か
つ
て
の
統
一
の
喪
失
と
い
う
テ
ー
マ
に
関

し
て
、
藤
澤
は
一
九
三
〇
年
の
論
文
で
も
触
れ
る
。
藤
澤
は
ア
メ
リ
カ
人

法
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
ー
マ
ー
（W

illiam
 Francis 

Roem
er

）
を
引
用
し
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
締
結
は
「
プ
リ
ン
ス

の
宗
教
は
其
の
支
配
統
治
す
る
国
土
の
宗
教
で
あ
る
」
と
い
う
原
則
で
、

キ
リ
ス
ト
教
の
統
一
を
政
治
的
に
破
り
、
国
際
無
政
府
状
態
を
生
み
出
し

た
と
説
明
す
る）

11
（

。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
立
ち
、
藤
澤
は
物
質
主
義
、
個
人

主
義
、
資
本
主
義
の
勢
力
が
破
壊
し
た
「
形
而
上
の
世
界
秩
序
」
を
再
建

す
る
必
要
を
唱
え
る）

11
（

。
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六
、
普
遍
化
す
る
「
古
神
道
」

　

な
お
、
藤
澤
に
と
っ
て
形
而
上
的
な
世
界
秩
序
の
再
建
は
急
務
で
あ
る

が
、具
体
的
に
は
ど
う
や
っ
て
再
建
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。こ
の
関
連
で
、

藤
澤
は
シ
ェ
ラ
ー
が
説
い
た
現
象
学
を
日
本
の「
古
神
道
」と
結
び
つ
け
、

日
本
の
役
割
に
注
目
す
る
。

　
「
最
後
に
シ
ェ
ラ
ー
が
暗
示
し
て
ゐ
る
様
に
、
欧
洲
人
の
あ
こ
が
れ
て

ゐ
る
情
緒
の
哲
学
〔
現
象
学
の
こ
と
─
引
用
者
注
〕
は
、
東
洋
殊
に
我
日

本
に
於
て
見
事
に
発
達
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
系
統
的
に
纏
め

て
新
し
い
哲
学
を
創
始
す
る
こ
と
は
、
昭
和
新
日
本
の
偉
大
な
る
使
命
で

あ
る
と
信
ず
る
。
シ
ェ
ラ
ー
の
唱
へ
る
労
働
知
（
西
洋
思
想
）
修
養
知
（
儒

教
）
及
解
脱
知
（
仏
教
）
は
日
本
に
於
て
生
成
の
誠
「
古
神
道
」
に
よ
つ

て
統
一
調
和
さ
れ
渾
然
た
る
一
大
思
想
た
ら
し
ん
と
し
つ
ゝ
あ
る）

11
（

。」

　

以
上
の
引
用
文
に
お
い
て
、
西
洋
が
失
っ
た
統
一
性
は
ま
だ
日
本
で
保

護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
見
解
は

藤
澤
の
日
本
国
体
に
対
す
る
理
想
を
裏
付
け
る
理
論
で
あ
る
。
中
井
は
藤

澤
の
日
本
主
義
へ
の
転
換
に
つ
い
て
、
日
本
の
国
民
性
へ
の
注
目
を
指
摘

し
、
上
西
は
藤
澤
の
従
来
の
神
道
信
仰
を
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
ら
と
と
も

に
、
シ
ェ
ラ
ー
な
ど
の
西
洋
哲
学
者
に
お
け
る
ア
ジ
ア
認
識
も
関
係
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。藤
澤
も
注
目
す
る
よ
う
に
、シ
ェ
ラ
ー
は
行
き
詰
ま
っ

た
西
洋
文
明
の
救
済
策
と
し
て
、「
東
西
両
文
化
の
総
合
」
を
期
待
し
て

い
た）

11
（

。
藤
澤
は
シ
ェ
ラ
ー
に
お
け
る
「
東
洋
の
伝
統
思
想
」
に
対
す
る
シ

ン
パ
シ
ー
と
そ
れ
に
よ
る
「
社
会
の
更
新
的
改
良
」
に
対
す
る
期
待
を
指

摘
し）

11
（

、
ま
た
「
マ
ツ
ク
ド
ゥ
ガ
ル
」（
心
理
学
者W

illiam
 M

cD
ougall

の
こ
と
）
の
西
洋
の
二
元
主
義
に
対
し
て
、「
東
洋
の
一
元
主
義
哲
学
」

こ
そ
が
人
に
調
和
と
平
和
を
も
た
ら
す
と
い
う
主
張
を
取
り
上
げ
る）

11
（

。
つ

ま
り
、
藤
澤
は
彼
が
参
照
し
た
西
洋
思
想
の
中
で
も
ア
ジ
ア
の
思
想
の
肯

定
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
思
想
に
お
け
る
「
東
洋
思
想
」

の
評
価
も
藤
澤
に
影
響
を
与
え
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
以
上
の
引
用
文
で
使
わ
れ
て
い
る
「
古
神
道
」
と
い
う
概
念
は

日
本
人
法
学
者
筧
克
彦
（
一
八
七
二
〜
一
九
六
一
）
が
提
唱
し
た
概
念
で

あ
る
。
筧
は
「
表
現
主
義
」
と
い
う
名
前
で
独
自
の
国
体
思
想
を
展
開
し

た
。
筧
が
唱
え
た
「
古
神
道
」
は
国
民
の
生
命
力
や
活
力
を
重
視
す
る
も

の
で
あ
り
、
天
皇
は
人
心
を
統
合
し
、
国
家
を
最
も
総
括
的
に
体
現
す
る

存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る）

1（
（

。
シ
ェ
ラ
ー
が
藤
澤
の
文
章
上
で
登

場
す
る
と
同
時
に
筧
克
彦
に
対
す
る
注
目
も
確
認
で
き
る
。
藤
澤
は
シ
ェ
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ラ
ー
が
説
い
て
い
る
こ
と
は
、
筧
克
彦
の
説
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
主

張
し
、
日
本
の
学
者
は
西
洋
に
盲
従
す
る
の
で
は
な
く
、
独
特
の
学
問
の

展
開
す
べ
き
だ
と
を
主
張
す
る）

11
（

。
つ
ま
り
、
藤
澤
は
シ
ェ
ラ
ー
と
筧
の
説

を
同
一
視
し
て
お
り
、
藤
澤
に
お
い
て
両
説
が
相
互
に
影
響
し
合
っ
て
い

た
と
理
解
で
き
る
。
中
井
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
九
二
八
年
以
降
、
藤

澤
は
筧
の
「
表
現
主
義
」
を
新
し
い
国
際
主
義
の
基
礎
と
し
て
唱
え
、「
国

際
表
現
主
義
」を
唱
え
始
め
た
。藤
澤
は
世
界
大
戦
後
の
西
欧
人
自
身
も
、

従
来
の
個
人
主
義
に
不
満
を
感
じ
、
そ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
を
「
形
而
上

学
的
表
現
哲
理
」
に
探
求
し
つ
つ
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
で）

11
（

、「
国
際
表
現

主
義
」
こ
そ
が
国
際
社
会
を
よ
り
高
い
次
元
で
統
一
で
き
る
と
い
う
期
待

を
表
す
。

　

も
し
、
日
本
が
表
現
主
義
が
説
く
形
而
上
学
的
な
統
一
性
を
完
全
に
保

護
し
体
現
し
て
い
れ
ば
、
日
本
こ
そ
は
国
家
主
権
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
国

際
連
盟
の
理
念
を
救
済
で
き
る
と
い
う
結
論
に
い
た
っ
て
も
想
像
に
難
く

な
い
。
こ
う
し
た
国
際
連
盟
は
国
際
政
治
に
お
け
る
対
立
を
超
越
的
な
立

場
か
ら
解
決
す
る
能
力
を
持
つ
と
藤
澤
が
考
え
、
一
九
三
二
年
に
日
本
を

国
際
連
盟
の
指
導
者
と
し
て
構
想
し
た
。「
要
は
日
本
が
リ
ー
ド
す
る
連

盟
が
太
平
洋
国
際
政
治
を
世
界
主
権
の
高
所
よ
り
取
り
扱
ひ
其
根
本
的
解

決
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。連
盟
は
日
本
が
之
を
リ
ー
ド
す
べ
き
も
の
で
、

之
を
徒
に
敵
視
す
る
こ
と
は
大
間
違
で
あ
る）

11
（

。」

　

な
お
、
一
つ
の
問
題
が
残
っ
て
い
た
。
も
し
シ
ェ
ラ
ー
ら
が
論
じ
る
よ

う
に
、
か
つ
て
形
而
上
学
的
な
統
一
が
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
西
洋
に
限
っ
た
統
一
だ
け
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
を
シ
ェ
ラ
ー

や
ロ
ー
マ
ー
な
ど
の
西
洋
人
学
者
ら
が
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
統
合
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
藤
澤
は
日
中
戦
争
勃
発
直
前
の
一
九
三
七
年
五
月
に
完
成

し
た
『
日
本
民
族
の
政
治
哲
学
』（
出
版
は
八
月
）
に
お
け
る
議
論
は
こ

の
ス
テ
ッ
プ
を
代
表
す
る
。
本
著
に
お
い
て
、
藤
澤
は
「
実
に
日
本
精
神

は
仏
教
的
な
る
も
の
、
儒
教
的
な
る
も
の
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
る
も
の
を

内
包
し
つ
ゝ
而
も
之
を
超
越
し
、
彼
等
の
特
色
を
生
々
発
展
せ
し
め
て
ゐ

る
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
世
界
中
の
各
思
想
を
日
本
精
神
内
に
包
容
す

る）
11
（

。
日
本
精
神
は
他
の
思
想
を
内
包
す
る
の
み
な
ら
ず
、
藤
澤
は
さ
ら
に

一
歩
を
進
ん
で
こ
れ
ら
の
思
想
の
歴
史
的
起
源
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
。

　
「
本
来
何
れ
の
民
族
も
そ
の
創
成
時
代
に
於
て
は
祖
先
神
を
唯
一
の
絶

対
者
と
し
て
進
行
し
た
も
の
と
思
ふ
。
従
つ
て
其
の
当
時
に
於
て
民
族
と

神
と
は
同
質
の
血
液
に
よ
つ
て
結
ば
れ
て
ゐ
た
。
然
る
に
後
世
に
至
り
、

種
々
不
幸
な
る
出
来
事
が
起
つ
た
為
に
本
来
同
一
の
祖
神
を
信
奉
し
て
き

た
多
く
の
種
族
や
民
族
は
分
裂
し
闘
争
し
対
立
す
る
に
及
ん
だ
。
其
の
結

果
遂
に
彼
等
は
共
同
な
る
生
命
の
淵
源
を
忘
却
し
帰
一
す
る
処
を
見
失
つ

て
了
つ
た
の
で
あ
る
。
帰
る
べ
き
「
魂
の
故
郷
」
を
喪
失
し
た
彼
等
は
已
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む
を
得
ず
し
て
超
自
然
的
な
る
抽
象
神
を
想
像
し
之
に
縋
り
、
せ
め
て
も

の
慰
め
を
得
よ
う
と
し
た）

11
（

。」

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
本
来
同
一
の
祖
神
」
は
天
照

大
神
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど
の
他
の
宗
教
は

二
次
的
な
現
象
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
。こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
し
た
が
っ
て
、

日
本
は
東
西
文
化
の
総
結
合
と
大
調
和
の
み
な
ら
ず
、
実
は
各
文
化
文
明

の
起
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
観
点
の
最
も
進
ん
だ
表
現
は
、
戦
時
中
、

藤
澤
が
日
本
を
万
国
の
祖
国
と
し
て
実
証
的
に
証
明
し
よ
う
と
し
た
試
み

に
み
ら
れ
る
。
一
九
四
二
年
の
『
世
紀
の
予
言
』
で
は
、
藤
澤
は
聖
書
や

仏
典
な
ど
各
宗
教
の
聖
典
は
皇
国
日
本
の
本
質
を
明
か
す
と
主
張
し
、
た

と
え
ば
新
約
聖
書
に
お
け
る
「
こ
の
神
は
凡
て
の
民
を
一
つ
の
血
よ
り
造

り
、
悉
く
地
の
全
面
に
住
ま
せ
ば
、
予
め
そ
の
時
と
住
む
所
の
界さ
か
ひと

を
定

め
給
へ
り
」
と
い
う
箇
所
を
引
き
、
日
本
の
神
話
の
史
実
性
を
主
張
し
た）

11
（

。

　

藤
澤
は
一
次
世
界
大
戦
直
後
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
人
類
の
意
識
を
統
一

す
る
役
割
を
期
待
し
た
。
彼
は
近
代
に
お
い
て
人
工
的
に
作
ら
れ
た
言
語

を
使
用
し
て
、
歴
史
の
新
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
た
。
こ
の
進
歩
的
な
見

解
は
シ
ェ
ラ
ー
や
筧
な
ど
の
思
想
の
影
響
下
で
復
古
的
な
方
向
へ
変
化
し

た
。
人
類
の
精
神
的
な
統
一
を
経
て
現
実
世
界
に
お
け
る
権
力
闘
争
と
い

う
問
題
を
最
終
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
救
世
願
望
は
変
わ
ら
な
い
ま
ま

だ
っ
た
が
、
そ
の
方
向
性
が
過
去
へ
向
か
っ
た
。
過
去
に
あ
っ
た
意
識
の

統
一
を
再
建
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
統
一
を
体
現
す
る
主
体
が
必
要

と
な
る
。
著
者
は
こ
れ
が
日
本
主
義
へ
の
転
換
の
余
地
を
開
い
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
す
る
。

七
、
救
世
と
終
末

　

最
後
に
、
以
上
で
概
観
し
て
き
た
藤
澤
の
思
想
的
構
造
に
関
わ
る
も
う

一
つ
の
問
題
に
注
目
し
た
い
。
藤
澤
の
「
回
帰
」
が
ド
イ
ツ
留
学
の
後
で

起
き
た
こ
と
は
シ
ェ
ラ
ー
の
影
響
を
考
え
れ
ば
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
戦

後
の
ド
イ
ツ
は
敗
戦
国
と
し
て
従
来
の
秩
序
の
破
壊
を
経
験
し
、
今
ま
で

の
思
想
の
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
戦
間
期
の
ド
イ
ツ
は
、
悲
観
主

義
は
哲
学
・
思
想
の
一
つ
の
大
き
な
流
れ（
た
と
え
ば
、シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー

や
シ
ュ
ミ
ッ
ト
）
と
し
て
台
頭
す
る
と
同
時
、
各
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想

と
終
末
思
想
が
流
行
し
て
い
た）

11
（

。
藤
澤
の
思
想
の
構
造
を
考
え
る
際
、
こ

の
背
景
を
意
識
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ラ
ー
は
こ
の
悲
観
主
義
を
共
有
せ
ず
、
世
界
の
大
調

和
に
対
す
る
待
望
を
失
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
彼
の
藤
澤
に
対
す
る
魅
力
の

一
つ
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
藤
澤
の
文
章
に
お
い
て
は
悲
観
主
義
的
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な
観
点
も
現
れ
て
い
る
。オ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
・
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー（
一
八
八
〇

〜
一
九
三
六
）
が
唱
え
た
「
西
洋
の
没
落
」
論
は
藤
澤
の
思
想
の
重
要
な

基
点
と
な
っ
て
い
た
。
一
例
を
紹
介
す
る
と
、

　
「
こ
れ
が
為
め
に
西
欧
人
は
物
質
や
機
械
の
為
め
に
圧
迫
せ
ら
れ
て
、

其
下
僕
と
な
つ
て
人
格
的
尊
厳
を
失
ひ
つ
ゝ
あ
る
。
又
絶
望
的
な
共
産
主

義
運
動
が
起
つ
て
闘
争
本
能
の
み
が
鋭
敏
と
な
り
、
基
督
教
の
溢
れ
る
様

な
愛
な
ど
は
何
処
か
に
行
つ
て
し
ま
つ
た
。
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
の
「
西
洋

の
没
落
」
と
は
か
ゝ
る
現
象
を
指
し
て
ゐ
の
で
あ
る）

11
（

。」

　

シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
が
代
表
す
る
よ
う
な
西
洋
文
明
終
末
論
を
承
認
す
れ

ば
、
そ
れ
は
逆
に
新
し
い
救
世
主
の
到
来
の
余
地
を
開
く
。
以
上
で
見
た

よ
う
に
、
藤
澤
の
思
想
に
お
い
て
日
本
は
喪
失
さ
れ
た
世
界
の
統
一
性
を

修
復
す
る
使
命
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
文
章
を
読
む
と
、

メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
強
い
関
心
に
気
づ
く
。
た
と
え
ば
、「
世
界
人

類
が
日
本
民
族
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
論
文
で
は
、
藤
澤
は
共
産

革
命
以
前
の
ロ
シ
ア
に
言
及
す
る
。
彼
は
ロ
シ
ア
に
お
け
る
人
類
救
済
に

対
す
る
使
命
感
に
注
目
し
、
思
想
的
派
閥
を
問
わ
ず
に
存
在
す
る
「
メ
シ

ア
ニ
ズ
ム
」
を
指
摘
す
る
。
ロ
シ
ア
は
宗
教
改
革
を
経
験
し
て
い
な
い
の

で
ギ
リ
シ
ア
正
教
に
お
い
て
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
の
「
原
始
的
統
一
」
が
保

た
れ
て
い
る
と
い
う
あ
る
ロ
シ
ア
人
思
想
家
の
指
摘
を
紹
介
し
、「
以
上

に
述
べ
た
露
西
亞
の
優
れ
た
哲
学
者
の
思
想
に
は
顧
み
る
べ
き
も
の
が
あ

る
。
我
々
上
根
の
日
本
人
が
革
命
前
の
ロ
シ
ア
文
学
に
大
な
る
共
鳴
を
感

ず
る
の
は
日
露
両
民
族
が
可
な
り
似
て
ゐ
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と

こ
の
よ
う
な
使
命
感
に
対
す
る
共
感
を
表
す）

11
（

。
別
の
論
文
で
は
、
藤
澤
は

近
代
西
洋
哲
学
で
は
、
衝
動
と
良
心
が
現
世
に
お
い
て
常
に
対
立
し
、
神

の
国
に
お
い
て
の
み
そ
の
調
和
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
後
、
日

本
の
国
体
に
お
い
て
こ
の
融
合
調
和
は
す
で
に
現
世
に
お
い
て
存
在
す
る

と
主
張
す
る）

1（
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
藤
澤
は
日
本
の
国
体
を
構
造
的
に
「
神

の
国
」
に
近
づ
け
て
い
る
と
い
え
る
。

　

終
末
と
救
済
の
構
造
は
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
の
一
九
四
二
年
に
記
さ
れ

た
『
世
紀
の
予
言
』
に
お
い
て
そ
の
最
も
完
成
し
た
姿
を
取
る
。
本
書
に

お
い
て
、
藤
澤
は
世
界
情
勢
を
日
本
の
神
話
を
通
じ
て
解
説
し
た
。
彼
は

天
照
大
神
が
天
岩
戸
で
隠
れ
た
後
、
世
の
中
が
闇
に
包
ま
れ
、
神
々
の
努

力
に
よ
っ
て
天
照
が
再
び
世
の
中
で
現
れ
、「
さ
ば
へ
な
す
邪
神
の
策
謀

は
悉
く
破
れ
て
、
凡
て
が
静
謐
に
帰
し
、
天
上
の
世
界
は
闇
黒
よ
り
光
明

へ
と
転
廻
し
た
」
と
い
う
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
。
つ
づ
い
て
、
も

う
一
度
暗
黒
の
時
代
が
訪
れ
、「
古
今
に
通
じ
て
謬
ら
ず
中
外
に
施
し
て

悖
ら
ざ
る
惟
神
の
大
道
は
、
さ
ば
へ
な
す
異
端
邪
説
の
た
め
に
妨
げ
ら
れ

て
、
世
界
万
民
の
仰
ぐ
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
。」
し
か
し
、
日
独
伊

枢
軸
に
よ
っ
て
近
い
う
ち
に
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
は
敗
れ
正
し
い
世
界
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秩
序
が
よ
み
が
え
る
。
藤
澤
は
こ
の
出
来
事
を
第
二
の
天
の
岩
戸
開
き
と

呼
ぶ）

11
（

。
こ
れ
は
太
平
洋
戦
争
を
背
景
と
し
て
激
化
さ
れ
た
終
末
論
で
あ
る

が
、
藤
澤
の
思
想
の
形
成
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
種
子
は
す
で
に
二
十
年
代

後
半
に
播
か
れ
て
い
た
。

　

救
済
と
終
末
は
藤
澤
の
思
想
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
傾
向
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
藤
澤
に
お
け
る
終
末

論
の
形
成
に
関
し
て
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
藤
澤
が
参
照
し

た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
ー
マ
ー
と
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ラ
ー
は

双
方
と
も
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
思
想
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
復
興
運
動
に
お
い
て
、
宗
教
改
革
と
ウ
ェ
ス
ト

フ
ァ
リ
ア
条
約
締
結
に
よ
る
近
代
国
際
シ
ス
テ
ム
の
誕
生
は
そ
の
前
に
存

在
し
て
い
た
有
機
的
な
調
和
か
ら
の
「
第
二
の
失
楽
園
」
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
近
代
の
歴
史
は
堕
落
の
過
程
と
し
て
見
な
さ

れ
て
い
た）

11
（

。こ
う
し
た
観
点
に
基
づ
き
、シ
ェ
ラ
ー
は
た
と
え
ば
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
宿
る
信
仰
の
力
を
使
用
し
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
秩
序
を
再
建

す
る
こ
と
を
も
図
っ
て
い
た）

11
（

。
な
お
、
藤
澤
は
シ
ェ
ラ
ー
や
ロ
ー
マ
ー
の

語
り
を
受
容
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
枠
組
み
を
無
意
識

に
受
け
入
れ
て
、
藤
澤
の
思
想
の
枠
組
み
の
上
で
堕
落
と
救
済
（
再
建
）

が
重
要
な
二
極
と
し
て
現
れ
た
。
葦
津
珍
彦
が
戦
時
中
藤
澤
の
思
想
に
関

し
て
指
摘
し
た
「
ユ
ダ
ヤ
的
史
観
」
の
由
来
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ

る）
11
（

。

　

し
か
し
、
藤
澤
の
救
世
思
想
は
こ
れ
だ
け
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
な

い
。
神
道
に
よ
る
世
界
救
済
と
い
う
使
命
は
筧
克
彦
の
思
想
の
中
で
も
検

討
で
き
る
の
で
、
筧
の
思
想
と
藤
澤
の
思
想
の
関
係
は
さ
ら
な
る
考
察
を

必
要
と
す
る）

11
（

。
ま
た
、
中
井
は
藤
澤
が
一
九
二
一
年
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で

書
い
た
興
味
深
い
文
章
を
引
用
し
、
そ
の
中
で
日
本
は
「
精
神
的
救
世
主
」

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る）

11
（

。
す
で
に
こ
の
時
点
に
お
い

て
藤
澤
に
救
世
思
想
を
確
認
で
き
る
が
、
現
段
階
で
は
、
救
世
思
想
や
終

末
論
へ
の
関
心
の
由
来
を
完
全
に
究
明
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。だ
が
、

藤
澤
に
は
初
期
段
階
か
ら
世
界
に
お
け
る
利
権
追
求
に
よ
る
闘
争
を
超
越

し
、
永
遠
の
平
和
を
も
た
ら
す
と
い
う
願
望
が
あ
っ
た
。
こ
の
ユ
ー
ト
ピ

ア
的
な
目
的
は
、
思
考
を
簡
単
に
宗
教
的
な
救
世
思
想
や
終
末
論
の
方
へ

導
い
た
と
推
測
で
き
る
。
藤
澤
の
救
世
思
想
の
重
要
な
背
景
と
し
て
、
当

時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
終
末
論
の
系
譜
を
確
認
で
き
る
た
め
、
藤
澤

の
思
想
を
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
存
在
し
た
他
の
終
末
論
や
救

世
思
想
と
の
交
流
の
中
か
ら
理
解
す
る
必
要
性
を
う
か
が
え
る
。
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八
、
む
す
び

　

以
上
で
み
た
と
お
り
、
藤
澤
親
雄
は
非
常
に
複
雑
な
人
物
で
あ
る
。
数

多
く
の
思
想
要
素
の
混
沌
を
考
え
る
と
、
彼
が
一
つ
の
思
想
に
ど
こ
ま
で

コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
か
は
疑
わ
し
く
な
る
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
、
彼
は

日
本
主
義
へ
回
帰
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
排
外
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
藤
澤
に
と
っ
て
神
道

は
単
な
る
思
想
的
手
段
だ
け
で
は
な
く
、
深
い
信
仰
の
対
象
で
も
あ
っ

た）
11
（

。
し
か
し
、「
古
神
道
」
へ
の
転
換
後
の
一
九
三
二
年
に
、
藤
澤
は
東

京
で
開
催
さ
れ
た
バ
ハ
イ
教
集
会
に
お
い
て
、
致
命
的
な
危
機
に
直
面
し

て
い
る
世
界
で
バ
ハ
イ
教
創
設
者
バ
ハ
オ
ラ
（
一
八
一
七
〜
九
二
）
の
教

え
こ
そ
は
人
類
を
精
神
的
に
統
一
で
き
る
と
主
張
し
た）

11
（

。
ま
た
、
バ
ハ
イ

教
と
の
接
触
は
一
時
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
後
も
、

GH
Q

が
作
成
し
た
報
告
書
の
中
で
、藤
澤
は
バ
ハ
イ
教
の「
熱
心
な
信
徒
」

（ardent follow
er

）
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
彼
が
目
指
し
た
世
界

文
化
の
大
調
和
を
彼
自
身
の
内
で
も
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
た
よ
う
に
、
彼

の
中
で
は
数
多
く
の
思
想
や
信
仰
が
交
錯
し
て
い
た
と
い
う
印
象
を
受
け

る
。
初
期
段
階
か
ら
、
精
神
的
な
統
一
に
よ
る
人
類
救
済
は
藤
澤
の
思
想

の
最
も
大
き
な
特
徴
と
課
題
と
し
て
見
え
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
役
に
立

ち
そ
う
な
思
想
的
資
源
を
総
動
員
し
よ
う
と
し
た
。
彼
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
や

全
体
主
義
に
対
す
る
関
心
も
こ
の
観
点
か
ら
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
彼
の
思
想
が
最
終
的
に
日
本
帝
国
の
ア
ジ

ア
や
西
洋
に
対
す
る
戦
争
を
正
当
化
し
た
と
い
う
事
実
と
責
任
を
否
定
し

な
い
。

　

最
後
に
、
藤
澤
は
日
本
に
お
け
る
地
政
学
の
紹
介
の
上
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
藤
澤
が
一
九
二
五
年
に
ス
ェ
ー
デ
ン
人
地
政
学
者
ル
ド
ル
フ
・

チ
ェ
ー
レ
ン
（Rudolf K

jellén

、
一
八
六
四
〜
一
九
二
二
）
の
学
説
を

紹
介
し
た
こ
と
は
日
本
の
地
政
学
の
始
ま
り
だ
と
さ
れ
て
い
る）

1（
（

。
そ
の
後

の
著
作
は
地
域
と
政
治
の
関
係
を
中
心
と
し
た
地
政
学
で
は
な
か
っ
た

が
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
シ
ュ
パ
ン
グ
は
藤
澤
を
「
地
政
学
的
に
論
じ
た

が
、
そ
れ
を
著
作
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
」
人
物
と
し
て
特
徴

づ
け
た）

11
（

。
藤
澤
と
地
政
学
の
関
係
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

近
年
、
欧
米
の
地
政
学
研
究
で
は
「
精
神
的
地
政
学
」（spiritual 

geopolitics

）
や
「
宗
教
的
地
政
学
」（religious geopolitics

）
と
い

う
現
象
に
対
す
る
注
目
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
批
判
的
地
政
学

（critical geopolitics

）
の
創
設
者
で
あ
る
ガ
ロ
ー
ゲ
・
オ
・
ト
ゥ
ー

ホ
ウ
ル
（Gearóid Ó

 T
uathail

）
は
戦
間
期
・
冷
戦
期
に
お
い
て
ア
メ

リ
カ
の
著
名
な
地
政
学
者
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
エ
ド
マ
ン
ド
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ

（
一
八
八
五
〜
一
九
五
六
年
）
を
取
り
上
げ
る
論
文
で
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
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地
政
学
思
想
を
特
徴
づ
け
る
た
め
、「
地
政
学
は
地
理
的
権
力
政
治
で
は

な
く
、
偏
在
的
精
神
闘
争
で
あ
る
（Geopolitics is not geographical 

pow
er politics; it is a om

nipresent spiritual struggle.

）」
と
い
う

主
張
を
引
用
す
る）

11
（

。
こ
の
理
解
は
世
界
情
勢
に
深
い
関
心
を
持
ち
な
が
ら

政
治
的
物
質
的
な
利
益
の
対
立
を
精
神
闘
争
と
し
て
見
な
し
て
い
た
藤
澤

に
も
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
藤
澤
の
中
で
も
、
政
治
学
と
形
而
上
学

的
な
救
世
思
想
は
奇
妙
に
反
響
し
合
っ
て
お
り
、
彼
が
一
種
の
宗
教
的
地

政
学
を
展
開
し
て
い
た
と
い
え
る
。
戦
時
中
、
彼
の
秩
序
構
想
は
さ
ら
に

終
末
論
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
、
日
本
の
対
外
戦
争
を

神
話
的
に
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
。

　

以
前
の
拙
著
で
は
、
中
国
北
部
に
お
け
る
対
日
協
力
者
の
一
部
に
関
し

て
、
宗
教
的
な
政
治
思
想
の
存
在
を
指
摘
し
た）

11
（

。
今
後
は
新
民
会
な
ど
の

対
日
協
力
機
関
や
中
国
人
協
力
者
に
お
い
て
、
藤
澤
の
思
想
に
ど
の
よ
う

な
反
響
が
あ
っ
た
か
を
テ
ー
マ
と
し
、
中
国
北
部
の
占
領
体
制
に
お
け
る

宗
教
の
位
置
付
け
を
究
明
し
た
い
。

（
１
） 

酒
井
哲
哉
『
近
代
日
本
の
国
際
秩
序
論
』（
岩
波
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
２
） 

大
谷
栄
一
『
日
蓮
主
義
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
』
五
八
七
頁
を
参
照
。
藤
澤
は
当

時
の
日
蓮
主
義
を
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
藤
澤
家
は
日
蓮
宗
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
３
） 「
経
歴
年
譜
抄
」『
創
造
的
日
本
学
』
三
四
五
〜
四
九
頁
を
参
照
。
だ
が
、
秦
郁
彦

の
『
日
本
近
現
代
人
物
履
歴
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
に
よ

る
と
、
渡
欧
出
張
と
国
際
連
盟
就
任
は
一
九
二
〇
年
と
な
っ
て
お
り
、
帝
国
九
州

大
学
で
の
就
任
は
一
九
二
四
年
で
あ
る
（
四
九
二
〜
三
頁
））。

（
４
） 

報
知
新
聞
社
政
治
部
編『
大
陸
の
顔
』（
報
知
新
聞
社
、一
九
三
八
年
）に
よ
る
と
、

藤
澤
は
自
ら
中
国
人
参
加
者
を
招
待
し
、
本
会
議
の
主
な
開
催
者
で
も
あ
っ
た

（
二
一
七
頁
）。

（
５
） 

藤
澤
親
雄
『
大
陸
経
綸
の
指
導
原
理
─
附
・
世
界
の
動
向
と
皇
国
日
本
』（
第
一

出
版
社
、
一
九
三
八
年
）、
一
五
八
頁
。

（
６
） 「
経
歴
年
譜
抄
」『
創
造
的
日
本
学
』（
日
本
文
化
連
合
会
、
一
九
六
四
年
）

三
四
五
〜
三
四
九
頁
。

（
７
） 

戦
時
中
の
藤
澤
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
知
識
人
と
活
動
家
と
の
交
流
も
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。M

ark Ethan, Japan’s 
O

ccupation of Java in the Second W
orld W

ar

： A
 T

ransnational 
H

istory

（
四
四
頁
）
お
よ
び
山
室
信
一
『
思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア
』（
五
四
七

頁
）
を
参
照
。

（
８
） 

た
と
え
ば
、蝋
山
正
道『
日
本
に
お
け
る
近
代
政
治
学
の
発
達
』（
実
業
之
日
本
社
、

一
九
四
九
年
）
を
参
照
。

（
９
） 

白
旗
士
郎
（
葦
津
珍
彦
）「
承
詔
必
謹
と
神
代
史
観
」『
公
論
』
一
九
四
三
年
五
月
、

四
四
〜
四
五
頁
。

（
10
） 

た
と
え
ば
、Reto H

ofm
ann, T

he Fascist E
ffect

（
二
〇
一
五
年
）、John 

D
ow

er W
ar, W

ithout M
ercy

（
一
九
八
六
年
）、
お
よ
びChristian W

. 
Spang, K

arl H
aushofer und Japan

（
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
11
） 
そ
の
他
、
藤
澤
の
国
民
精
神
文
化
研
究
所
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
今
井
隆
太

「
国
民
精
神
文
化
研
究
所
に
お
け
る
危
機
の
学
問
的
要
請
と
応
答
の
試
み
」『
ソ

シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
』
七
号
、
二
〇
〇
一
年
を
参
照
。



國學院雑誌　第 123 巻第12号（2022年） ─ 120 ─
（
12
） 
上
西
亘
「
藤
沢
親
雄
の
戦
後
−
戦
前
・
戦
後
の
思
想
の
比
較
と
考
察
」、『
國
學
院

大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
十
一
号
、
二
〇
一
七
年
、
九
二
頁
。

（
13
） 
上
西「
藤
沢
親
雄
の
戦
後
−
戦
前
・
戦
後
の
思
想
の
比
較
と
考
察
」、九
七
頁
以
降
。

（
14
） 

同
書
、
一
二
三
頁
以
降
。

（
15
） 

大
谷
伸
治
「
藤
澤
親
雄
の
「
日
本
政
治
学
」」『
研
究
論
集
』
十
一
号
、
二
〇
一
一

年
、
一
頁
。

（
16
） 

中
井
悠
貴
「「
国
際
的
民
本
主
義
」
か
ら
「
人
類
の
祖
国
日
本
」
へ
─
藤
澤
親
雄

の
国
際
秩
序
観
─
」『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
一
二
九
号
、

二
〇
二
一
年
、
二
三
〇
頁
。

（
17
） 

三
枝
茂
智
「
藤
沢
博
士
の
思
い
出
」『
創
造
的
日
本
学
』、
二
六
二
頁
。

（
18
） 

藤
澤
自
身
も
彼
の
在
欧
経
験
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
私
自
身
も
洋
行

前
は
非
常
な
西
洋
崇
拝
で
、
何
で
も
彼
で
も
バ
タ
臭
か
つ
た
が
、
五
年
も
彼
方
に

滞
在
し
、
思
ひ
切
つ
て
西
洋
の
文
明
を
吸
収
し
西
洋
人
と
深
く
交
際
し
て
、
初
め

て
西
洋
の
ほ
ん
と
に
よ
い
点
と
共
に
、
又
西
洋
の
根
本
的
欠
陥
が
分
り
だ
し
た
。」

藤
澤
親
雄
「
日
本
国
体
の
新
し
き
解
釈
」『
共
産
主
義
排
撃
の
根
拠
』（
タ
イ
ム
ス

出
版
社
、
一
九
二
九
年
）、
一
〇
七
頁
。

（
19
） 

藤
澤
親
雄
「
共
産
主
義
排
撃
の
根
拠
」『
共
産
主
義
排
撃
の
根
拠
』、
一
七
頁
。

（
20
） 

藤
澤
親
雄
「
社
会
哲
学
よ
り
見
た
る
日
本
国
体
の
価
値
（
下
）」『
日
本
人
及
日
本
』

第
一
七
五
号
、
一
九
二
九
年
五
月
、
四
〇
頁
。

（
21
） 

藤
澤
親
雄
「
国
際
主
義
の
基
礎
観
念
」『
国
際
知
識
』
第
八
巻
第
九
号
、

一
九
二
八
年
九
月
、
二
〇
〜
二
一
頁
。

（
22
） 

藤
澤
親
雄
「
国
際
社
会
本
質
の
考
察
」『
国
際
知
識
』
第
九
巻
第
十
一
号
、

一
九
二
九
年
、
三
〇
〜
三
一
頁
。

（
23
） 

藤
澤
親
雄
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
の
意
義
」『
新
人
』
第
二
十
一
巻
第
一
号
、

一
九
二
〇
年
、
七
三
頁
。

（
24
） 

前
掲
注
22
、
三
一
頁
。

（
25
） 

た
と
え
ば
、
ケ
ネ
ス
・
ニ
ー
ル
・
ウ
ォ
ル
ツ
『
国
際
政
治
の
理
論
』（
勁
草
書
房
、

二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
26
） 

残
念
な
が
ら
藤
澤
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
誰
に
師
事
し
た
か
は
不
明
だ
し
、
彼
の
名

前
も
日
本
人
留
学
生
調
査
に
も
入
っ
て
い
な
い（Rudolf H

artm
ann, Japanische 

Studenten an der Berliner U
niversitaet, O

A
G

、
二
〇
〇
三
年
）。
だ
が
、
藤

澤
が
よ
く
取
り
上
げ
る
神
学
者
と
哲
学
者
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
（Ernst 

T
roeltsch

、
一
八
六
五
〜
一
九
二
三
）
は
当
時
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
教
授
し
て
い

た
の
で
、
交
流
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

（
27
） 

村
上
徳
太
郎
「
藤
澤
さ
ん
の
思
い
出
」『
創
造
的
日
本
学
』、
三
一
一
頁
。

（
28
） 

シ
ェ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
た
と
え
ば
、
阿
内
正
弘
『
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ラ
ー
の
時
代

と
思
想
』
一
九
九
五
年
を
参
照
。

（
29
） 

前
掲
注
19
、
一
一
頁
。

（
30
） 

同
書
、
一
七
〜
一
八
頁
。

（
31
） 

同
書
、
三
一
頁
。

（
32
） 

藤
澤
が
個
人
主
義
を
近
代
世
界
の
一
つ
の
問
題
と
し
て
見
な
し
て
い
た
背
景
は
こ

の
議
論
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
33
） 

藤
澤
親
雄
「
形
而
上
的
世
界
秩
序
の
再
建
」『
法
律
春
秋
』
第
五
巻
第
五
号
、

一
九
三
〇
年
五
月
、
五
九
〜
六
〇
頁
。

（
34
） 

前
掲
注
19
、
二
一
頁
。

（
35
） 

藤
澤
親
雄
「
国
際
政
治
と
王
道
思
想
」『
外
交
時
報
』
第
五
十
五
巻
第
五
号
、

一
九
三
〇
年
一
月
、
三
四
頁
。

（
36
） 

前
掲
注
33
、
六
二
頁
。

（
37
） 

前
掲
注
19
、
三
九
〜
四
〇
頁
。

（
38
） 

藤
澤
親
雄
「
世
界
人
類
が
日
本
民
族
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
」『
日
本
の
思

想
的
独
立
へ
』、
二
五
頁
。
シ
ェ
ラ
ー
の
調
和
思
想
に
関
し
て
、
た
と
え
ば

一
九
二
七
年
の
「
調
和
の
世
代
に
お
け
る
人
間
」
亀
井
・
安
西 

訳
「
調
和
の
世

代
に
お
け
る
人
間
」、『
シ
ェ
ー
ラ
ー 

著
作
集
』、
13
、
白
水
社
、1977

を
参
照
。

（
39
） 
藤
澤
親
雄
「
マ
ル
ク
ス
共
産
主
義
と
日
本
精
神
」『
日
本
の
思
想
的
独
立
へ
』、
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一
五
七
頁
。「
独
逸
の
哲
学
者
マ
ッ
ク
ス
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
珍
し
く
も
東
洋
の
伝

統
思
想
に
共
鳴
し
我
々
の
情
緒
を
徹
底
的
に
浄
化
す
る
こ
と
に
よ
り
て
初
め
て
社

会
の
更
新
的
改
良
が
可
能
な
る
こ
と
を
説
か
ん
と
欲
す
る
。」

（
40
） 

前
掲
注
21
、
二
六
頁
。

（
41
） 

西
田
彰
一
『
躍
動
す
る
「
国
体
」
筧
克
彦
の
思
想
と
活
動
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。

（
42
） 

藤
澤
親
雄
「
仏
蘭
西
及
英
吉
利
国
民
思
想
の
輪
廓
」『
外
交
時
報
』
第
四
十
七
巻

第
七
号
、
一
九
二
八
年
四
月
、
四
二
頁
。
筧
克
彦
が
ド
イ
ツ
で
留
学
し
、
フ
ッ
サ
ー

ル
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
影
響
を
与
え
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ
の
も
と
で
学

ん
だ
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
両
者
の
間
に
類
似
性
を
感
じ
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
西
田
彰
一
、三
二
〜
三
頁
を
参
照
。
ま
た
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
哲
学
を
表

現
主
義
と
読
ん
で
い
る
こ
と
は
藤
澤
の
中
で
の
現
象
学
と
表
現
主
義
の
同
一
性
を

表
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
前
掲
注
20
の
八
〇
頁
も
参
照
。

（
43
） 

藤
澤
親
雄
「
近
代
西
欧
文
明
の
内
的
弱
点
と
我
国
体
の
哲
学
的
価
値
」『
日
本
の

思
想
的
独
立
へ
』（
先
進
社
、
一
九
三
二
年
）、
七
頁
。

（
44
） 

藤
澤
親
雄
「
太
平
洋
国
際
社
会
に
於
け
る
日
本
の
位
置
」『
日
本
の
思
想
的
独
立

へ
』、
六
六
頁
。

（
45
） 

藤
澤
親
雄
『
日
本
民
族
の
政
治
哲
学
』（
巌
松
堂
、
一
九
三
七
年
）、
八
頁
。

（
46
） 

同
書
、
一
三
〜
四
頁
。

（
47
） 

藤
澤
親
雄
『
世
紀
の
予
言
』、
一
八
四
頁
。
つ
ま
り
、
人
間
は
天
照
の
子
孫
で
あ

る
こ
と
。

（
48
） 

た
と
え
ば
、K
laus V

ondung, D
ie A

pokalypse in D
eutschland, 1988

を

参
照
。

（
49
） 

前
掲
注
42
、
四
三
頁
。

（
50
） 

藤
澤
親
雄
「
世
界
人
類
が
日
本
民
族
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
」『
日
本
の
思

想
的
独
立
へ
』、
二
八
〜
三
一
頁
を
参
照
。

（
51
） 

藤
澤
親
雄
「
世
界
宗
教
と
し
て
の
国
民
主
義
」『
共
産
主
義
排
撃
の
根
拠
』、

二
〇
三
頁
。

（
52
） 

前
掲
注
47
、
二
三
七
頁
。

（
53
） Gearóid Ó

 T
uathail,“Spiritual Geopolitics

： Fr. Edm
und W

alsh and 
Jesuit anti-com

m
unism

,”in K
laus D

odds and D
avid A

tkinson 

（eds.

）, 
G

eopolitical T
raditions,2000

、 

一
九
三
頁
。

（
54
） W

olfhart H
enckm

ann, M
ax Scheler , 1998

、
二
七
頁
。

（
55
） 

だ
が
、
こ
の
場
合
に
は
正
確
に
キ
リ
ス
ト
教
的
史
観
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

（
56
） 

た
と
え
ば
、
筧
克
彦
は
「
古
神
道
の
性
質
」
と
い
う
論
文
で
は
、「
日
本
に
実
現

せ
ら
れ
た
る
一
心
同
体
の
神
国
を
、
世
界
に
推
し
及
ぼ
し
、
人
類
全
体
の
本
来
一

心
同
体
た
る
所
以
を
発
揮
し
、
人
類
全
体
を
泄
れ
な
く
救
済
す
る
」
と
主
張
し
て

い
る
。
西
田
彰
一
『
躍
動
す
る
「
国
体
」
筧
克
彦
の
思
想
と
活
動
』
六
七
頁
。

（
57
） 

中
井
、
二
三
八
頁
。

（
58
） 

藤
澤
親
雄
「
父
の
思
出
」『
藤
澤
博
士
追
想
録
』（
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
数
学
教

室
藤
澤
博
士
記
念
会
、
一
九
三
八
年
）、
一
頁
。

（
59
） Fujisaw

a Chikao, “W
hy D

o I Espouse the Ba’hai Cause?”, T
he Baha’I 

M
agazine vol. 23, no. 5, A

ugust 1932, 

一
五
五
〜
一
五
六
頁
。

（
60
） GH

Q
/SCA

P Records 

（RG 331

） Box no. 2275 B Fujisaw
a, Chikao  

Jan. 1947- D
ec. 1949

を
参
照
。

（
61
） 

高
木
彰
彦
『
日
本
に
お
け
る
地
政
学
の
受
容
と
展
開
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
令

和
２
年
３
月
）
を
参
照
。

（
62
） 

前
掲
注
10
、「die zw

ar geopolitisch argum
entiert, dies aber in keinem

 
ihrer T

itel expliziert zum
 A

usdruck gebracht hatten

」、
五
七
五
頁
。

（
63
） 
前
掲
注
53
、
二
〇
三
頁
。

（
64
） 
施
陸
（
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ッ
ケ
タ
ン
ツ
）「
民
國
時
期
救
劫
思
想
與與
政
治
論

─
以

悟
善
社
與與
救
世
新
教
為
」『
扶
鸞
文
化
與與
民
眾眾
宗
教
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』（
博

揚
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。




